
生活福祉資金貸付条件一覧

資金の種類 貸 付 限 度 額 据置期間 償還期間 利子 添 付 書 類

生活支援費 （複数世帯） 200,000円×12ヶ月 最終貸付より １０年 連帯保証人有 契約書

総合 （単身世帯） 150,000円×12ヶ月 ６月 無利子 住民票、源泉徴収票

支援 住宅入居費 400,000円 ６月 等、離 職票

資金 一時生活再生費 600,000円 連帯保証人無 雇用保険受給資格者証

1.5％ 等 の写し

福祉 福祉費 5,800,000円 ６月 ２０年 障害者の福祉用具、自

資金 動 車購入の場合は見

※１ 緊急小口資金 100,000円 ２月 １２月 無利子 積書

修学費 〔高校〕 月 35,000円（月額） 卒業後 ２０年 無利子 合格通知書写し又は在

教育 〔高専〕 月 60,000円（ 〃 ） ６月 学 証明書、修学資金

支援 〔短大〕 月 60,000円（ 〃 ） に関する 連帯借 受人

資金 〔大学〕 月 65,000円（ 〃 ） 誓約書、修学 に関する

経費の内訳書

就学支度費 500,000円 合格通知の写し

不動産 不動産担保型生 土地の評価額の７０％程度 契約終了後 借受人の 年３％又は長期プライムレートのい

担保型 活資金 月300,000円以内 ※２ ３月以内 死亡時な ずれか低い利率

生活 要保護世帯向け 居住用不動産の評価額の70％ ど契約の

資金 不動産担保型生 (集合住宅50％以内） 終了時

活資金 生活扶助基準額の１.５倍以内

※２

※1 資金目的に応じた貸付標準額等は別に定める

※2 貸付期間は借受人の死亡時までの期間又は貸付元利金が貸付限度額に達するまでの期間

※1 資金目的に応じた貸付標準額等

据置期間 償還期間

生業を営むために必要な経費 4,600,000円 ２０年

技能習得に必要な経費及びその期間中の生を維持するため 習得期間 ６月程度 1,300,000 ８年

に必要な経費 １年程度 2,200,000

２年程度 4,000,000

３年程度 5,800,000

住宅の増改築、補修及び公営住宅の譲り受けに必要な経費 2,500,000円 ７年

福祉用具の購入に必要な経費 1,700,000円 ８年

障害者用自動車購入に必要な経費 2,500,000円 ８年

中国残留邦人等にかかる国民年金保険料の追納に必要な経費 5,136,000円 １０年

負傷又は疾病の療養に必要な経費及びその療養期間中の 療養期間が ６月 ５年

生計を維持するために必要な経費 １年を超えない 1,700,000円

１年～１年６ヶ月 2,300,000円

介護サービス、障害者サービス等を受けるのに必要な経費 介護サービスを受ける期間が ５年

及びその期間中の生計を維持するために必要な経費 １年を超えない 1,700,000円

１年～１年６ヶ月 2,300,000円

災害を受けたことにより臨時に必要となる経費 1,500,000円 ７年

冠婚葬祭に必要な経費 500,000円 ３年

住宅の移転等、給排水設備等の設置に必要な経費 500,000円 ３年

就職、技能習得等の支度に必要な経費 500,000円 ３年

その他日常生活上一時的に必要な経費 500,000円 ３年




